
 

 

 

 

 

 

 

                                              

             

             

                             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

 

 

                 平成３０年度 重点目標「しっかり聞いて、しっかり伝えよう」 

石 二 小 だ よ り  
                      第 23号 平成３１年 １月１１日（金）     発行・文責：木村 恵子 本校ホームページ 

2019 年がスタートしました。８日に児童

の元気な顔を見ることができました。 

８日に、体育館で第３学期始業式を行いま

した。校長講話では、イチロー選手が、夢を

叶えるために実行していた３つの事を話し

ました。また、行動を変えれば習慣が変わり、

習慣が変われば生活が変わる。そうしてワン

ランク上の自分にチェンジしようと呼びか

けました。続いて、各学級の代表児童が３学

期のめあてを発表しました。どの児童も有意

義な冬休みを過ごしたことが伝わる内容で

した。 

第２学期終業式における児童発表 第３学期始業式における児童発表 

本校は、毎年１年生に PTA から国語辞典が贈呈されます。

９月には、講師による「国語の辞書引き」の学習も行ってい

ます。これは、言葉の力を高める優れた取り組みです。 

一方、６年生は同窓会入会式に英和辞典をいただきます。

これは、同窓会と PTA からの卒業記念品です。今年度からの

新しい取り組みとして、６年生対象の「英和辞典の辞書引き」

学習を行います。これからの時代において、英語力を高める

ことは重要で、子どものキャリアにつながるものと考えます。

自分で辞書を引いて調べる力を小学生の内につけさせたいと

考えています。これは、石神中学校と協議の上決定した内容

で、石神第一小学校も同じ取り組みを行います。 

 



  

                        

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12 月に、保護者の皆様にアンケートのご

協力ありがとうございました。その結果が

まとまりましたので、以下に概要をお知ら

せします。 

結果は、右のグラフのようになりました。

なお、今回は４つの群で回答をしていただ

きましたが、肯定的回答（A：当てはまる 

B：やや当てはまる）と否定的回答（C:あま

り当てはまらない D:当てはまらない）の

大きく２つの群で集計しました。グラフの

黒い部分が肯定的回答です。以下にその内

容と考察をお知らせします。 

児童アンケート 

【実施日】平成３０年１２月 

【調査人数】２６８名 

【考 察】 

・全ての項目で、肯定的回答が８割をこえ

ていることから、子どもたちが学校生活を

楽しみ、学習や各種活動に取り組んでいる

ことがわかる。 

・日直や当番活動にも熱心に取り組んでい

る。 

・家庭でも勉強に取り組んでいる児童が９

割を越えている。 

・先生は子どもの頑張りを認めたり、困っ

ている時に助けてくれたりしている。 

・今後は、「自分の良いところに気づくこ

と」と「自分の考えを伝える」力を伸ばし

ていきたい。 

保護者アンケート 

【実施日】平成３０年１２月 

【調査人数】２５４名 

【考 察】 

・ほとんどの項目で、肯定的回答が９割を

こえており、保護者の皆さんが子どもたち

の姿を温かく受け止めていることがわか

る。 

・保護者は、学校が分かりやすい授業を行

い、子どものがんばりを認め、問題解決も

適切に行っているととらえている。 

・今後、のびが期待されるのは「家庭にお

ける読書」と「将来の夢や目標について語

ること」の２点である。学校でも働きかけ

を工夫したいと考えている。 

 

今回は数値の部分についての結果をお知らせしました。その他、

「行事等に関する感想や意見」については、今後の学校運営に生か

していく方向で考えております。しかし、全ての意見に対応するこ

とは困難ですので、児童の実態・地域の実情・教職員の負担などを

総合的に検討し、改善を加えていく予定です。 


